
プロジェクト実施体制（実施主体者、協力機関）

＜実施主体者＞
（財）若狭湾エネルギー研究センター､三菱電機（株）､アイテック（株）､
岩谷産業（株）､関西電力（株）､（株）環境総合テクノス､福伸工業（株）､
福井県工業技術センター､福井県

＜協力機関＞
京都大学､福井県農業電化協会､福井県立大学､福井県農業試験場

上流から下流までの事業者が参画しており、事業化体制が整っています。

プロジェクト内容
大空間（農業ハウス）内の均一環境制御を目的に、
ヒートポンプを活用した空調設備のトータル運用シス
テムを開発する。また、低日照、寒冷地の厳しい環境
条件下での有用性を実証する。

地域ぐるみの実証スキーム
事業終了後、速やかに自治体等の導入支援・施策
の展開を可能とするため、開発システムの実証試験
では、自治体、関連団体協力のもと実農家が実運用
（栽培）し、有効性の検証・実績作りを行う。

本プロジェクトで目指す効果（CO2削減効果等）
熱供給システムの主なエネルギー源を石油から電
気に転換することにより1000㎡程度の標準的な農業
ハウスでCO2排出量削減率５０％以上、エネルギー
コスト削減率４５％以上、設備コスト回収年５年以内
を目標とする。（※Ａ重油価格１００円／Ｌ時）

本プロジェクトのアピール
①農業は個人が主となる事業規模の小さい産業であるため、低炭素技術の開発や導入が進んでおらず、石油からの

脱却や 省エネ化等に改善の余地がある。また、福井県では寒冷の影響でハウス等による冬季園芸は盛んではな
く、その活性化が 課題となっている。本プロジェクトでは、トマト栽培をモデルとした空調システムの実証研究を行い、
農業の低炭素化および エネルギーコスト低減を図ることで日本海側での冬季農業の活性化を促進する。

②産業界では新規ヒートポンプ用途の確立による産業の拡大を図る。農業分野では低炭素化、クリーン化、経済性向上
を進め、農業の活性化、国内自給率の向上を図る。
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福井クールアース・次世代エネルギー産業化プロジェクト 熱交換分野

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟを用いた大空間環境制御ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの開発・実証事業
【経済産業省 近畿経済産業局 委託事業】



農業ハウスにおけるHP空調システムの開発内容

① 病害が極端に減尐
（循環扇による循環風の影響と考えられる）

② 空調機は冷房機能もあり夜冷運用が可能
③ ランニングコストの低減
④ 二酸化炭素排出量の低減

① 空調機の発停用ｾﾝｻｰ位置と温風機の位置による誤動作

② 空調機の除霜時に循環扇が冷風を吸込み温度低下

③ ハウス中央部の温度が低く、ハウス内に温度ムラが発生

④ 温風機稼動により空調機が能力セーブするケース有

⑤ 室内ユニットの耐久性

⑥ ハウス内炭酸ガス濃度の低下

農業ハウスにおけるHP空調の課題 作物栽培のHP空調の特長

○ 空間内対流風速制御ｼｽﾃﾑの開発
○ ﾄｰﾀﾙ運転制御

（循環流、個別HP霜取りﾀｲﾐﾝｸﾞ、機器起動）
○ 既存ﾎﾞｲﾗｰ制御とのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ、

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑの開発
○ 簡易ｾﾝｻｰﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの開発
○ CO2付加制御ｼｽﾃﾑの開発
○ 農薬等の耐食性向上のための構成機器

表面処理の最適化
○ システムの低価格化

システムの開発項目
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トマト栽培における室内温度管理（計画）

福井県の環境条件、経済性を考慮して運用パターンを設定
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炭酸ガス濃度を 750ppm～1000ppm で制御

温室のCO2濃度制御 ⇒ 作物収量が増加、CO2を農作物に固定

試験結果 （Ｈ２１）

○ 作物収率増加 ４１％、 ２１７，７２８ 円／月
（取引単価 ７５０ 円/kg を設定）

○ CO2供給に伴うコスト（CO2購入費） ７５，７２０円／月
（漏れ量含むCO2供給量 252.4kg、9,000 円/30kg

○ CO2供給設備導入に伴うコスト ６５，０００円／月
（設備1,365千円を７年償却かつ稼動４ヶ月間）

利益効果 ： ７７ 千円／月
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７．２７．０平均糖度
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１，０７３ｋｇ９８８ｋｇ収穫量
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苗植 ： 9月上旬、暖房開始 ： 11月、収穫開始 ： 12月

○ 育成状況 （越のルビー）

○ 燃料費
・ Ａ重油配達価格を70円／L、暖房期間11月～翌4月

１，６１９千円 ⇒ １，０９１千円 （５２８千円 減）
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設備補助 １／２、
石油価格 ８０円／Ｌ
で ６年程度で投資回収

A重油価格とHPシステムのペイバック（回収）年数

評価結果


